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 春の暖かい風を感じる時期となりました。早いもので３

年生を送る卒業式を行い，少し寂しい思いがある中で，３

学期を終えようとしています。在学生の皆さん，これから新

入生を迎え，新元号のもと上級生としての自覚と新しい歴

史を作るという気概を持って行動していきましょう。皆さん

の活躍を大いに期待しています。 

 さて，今年（2019 年）創立 110 周年の年を迎えることか

ら，これからの歩みを進めるために振り返ってまいりまし

た。今回は，昭和の戦後からの約 10 年を紹介します。 

                                     
 （本校創立 100 周年記念誌掲載文から） 

 昭和 20年８月 15日の敗戦をもって，日本の戦時体制は

終止符を打った。南進基地と呼ばれた鹿児島県内の被害

は甚大で，特に我校は特攻基地が近いこともあり，爆弾や

機銃掃射の直撃を受けていた。物資不足により，その修

復が完了するまでには 5 年の歳月が流れた。 

 進駐してきた米軍を中心とする連合国主導で様々な改

革が実施される中，特に重要視されたのは教育に対する

ものだった。教育基本法とともに昭和 22年に制定された学

校教育法では，新制高等学校の発足に当たって「総合制」

「男女共学」「学区制」の 3 つが原則とされ，学校存続が危

ぶまれる状況となった。本校は知覧高女と合併し普通科を

設置，校名は鹿児島県立知覧高等学校に改称され，男女

共学による新たなスタートを切った。 

 昭和 25 年，終戦時の占領政策から解放されると自主独

立の風潮は教育活動にも思索と自由を取り戻し，「薩南」

の校名も復活。校舎の修復に伴い，被服室，調理室，建

築科実習室，土木科水理実験室など新たな施設も次々に

建設され，教育環境の整備も着実に進められた。昭和 27

年には校歌を制定。歌詞は公募され，数十編の中から現

職の竹下景勇氏の作品が選ばれた。作曲は田中義人氏

によるもので，翌年盛大な発表会が新築の講堂で開催さ

れた。 

 また，戦後間もなく旧知覧町立青年学校を母体として併

設された定時制は県に移管され，薩南高等学校霜出分校

と改称。その後昭和 30 年には薩南農業高校として独立し

た。  

                               

本校は，戦後の大きな変革とうねりの中で，教育に対す

る思いとともに幾多の変遷を経験したことを知るところで

す。文中の知覧高女（知覧高等女学校）は，戦時中に「な

でしこ隊」として，知覧陸軍基地の奉仕に当たっていた生

徒達の学校です。また，薩南農業高校は昭和 48年に知覧

高等学校に改称され，昭和 62 年 3 月末で閉校となりまし

た。 

このように，地域とともに地域の中にあって，学校として

の歴史を刻んでいることが分かります。今年３月に卒業し

た生徒の皆さんも同窓生として，自信と誇りを持って，新天

地での活躍を祈念いたします。 

 今年，創立 110 周年を迎えるに当たり，10 月 26 日(土)

の記念式典を中心に，記念体育祭，記念文化祭など多数

の記念行事を在校生，保護者を始め，同窓会や多くの関

係者の方々とともに進めてまいります。これからも学校，Ｐ

ＴＡ，同窓会等が一つとなり学校の活性化に努めてまいり

ますので，引き続きよろしくお願いします。 

 

 

 ２月１日(金)南九州市企業合同説明会が昨年に引き続き本校体育

館で行われました。ハローワーク加世田が主催し，地元の高校生

に，どんな地元企業があるかを知ってもらうことを目的としていま

す。本校の 1・2年生と頴娃高校機械電気科１年生の約270名が参加

し，全員がブースごとに分かれて4つの企業の説明を受けました。 

 

 

  

 

「本校創立 110 年の歩み～（３）」 

校 長 大保 智 

平成 30 年度南九州市企業合同説明会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3月1日（金）第71回卒業式が厳粛に挙行され，138名が

本校を巣立っていきました。卒業生の皆さん，ご卒業おめ

でとうございます。 

 生徒会活動，体育祭，文化祭などの行事，資格取得や

部活動に取り組むひたむきな姿勢は後輩の手本になるも

のでした。卒業生の皆さん，周囲の方々への感謝の気持

ちを忘れずに，今後は社会人として活躍してください。また

時には学校を訪れ，嬉しいこと，悲しいこと，厳しいことな

どの様々な体験談を後輩に話してください。皆さん一人一

人のご活躍を心からお祈りしています。 

 

 

２月２日(土)・３日(日)に開催された「知覧二日市」。本校

も各学科の実習作品の展示やお茶のふるまい，生徒会に

よる募金活動などを行いました。生徒と職員合わせて 40

名以上が参加し，地元知覧を盛り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 22 日（火）から 4 日間，2 年生は修学旅行でした。

企業見学もして，就職や進学に向けての気持ちも新たに

固まったことでしょう。4月からは 3年生です。学校を引っ張

っていく学年となります。期待しています！ 

 

 

２月 23 日(土)卒業式を前に 3 年間お世話になった保護

者を招待して食事会がありました。生活科学科の生徒たち

が，授業の中で学んできた調理の技術を活かし，松花堂

弁当を作りました。 

 

 

 

 

 

 

・ 3 月 27 日（水） 離任式 

修 学 旅 行 

 

 生活科学科３年 保護者感謝会 

お知らせ 

 

知 覧 二 日 市 

（祝） 卒  業 


